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想定される用途・連携希望先
本成果は、新規食品の受容性を高める手法開発（ナッジ、プライミング）に活用できます。
新規食品の開発・販売を目指すメーカーや公設試などの機関との連携を希望します。

－日本人のフードネオフォビア傾向－

成果の特徴
・既存の海外版を翻訳し妥当性を検証することで新規食品に対する回避的態度（フードネオ

フォビア）を数値化する日本語版尺度を開発しました。
・他国（既報）と日本人のフードネオフォビア傾向を比較することが可能になりました。
・新規食品は認知度を高めることで、摂食意欲を高められる可能性が示唆されました。

成果の内容
・日本語版フードネオフォビア尺度（J-FNS-A）

見慣れない食品に対する回避的態度の数値化
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食品の親近性
（1 = 全く馴染みがない 〜 6 = 非常に馴染みがある）

r = 0.94, p = 0.002

親近性の高い食品ほど、フードネオフォビアの
影響は小さく摂食意欲は保たれる
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※本研究はJSPS科研費 21K17569の助成を受けたものです。
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「私は、新しい食べ物を信用していない。」

韓国
753人

（2011, 2012, 
2018）

中国
2182人

（2019, 2020）

日本
1079人
（2024）

アメリカ
1216人

（2012, 2019,
2017）

イタリア
3826人

（2017, 2019,
2020, 2020）

27.60
25.14

本研究で明らかにした日本人の得点は、
先行研究で報告される他国よりも高い

「私は、今まで食べたことのないものを食べるのが怖い。」などの8項目で構成される

各国の先行研究の加重平均により算出
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